
〈
研

究

論
文

４
〉

ヴ
ァ
イ

マ
ー
ル
期

ド
イ

ツ
に

お
け

る
イ
ン

ド
宗
教
思
想
の
受
容
と

比

較
宗
教

学
の
実
践
化

―
―
「
サ
ド
ウ
ー
・
ス
ン
ダ
ー
・
ジ
ン
ク
」
を
め
ぐ
る
論
争
を
中
心
に
―
―

63 1

は
じ

め
に

ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
ド
イ
ツ
に
お
け

る
イ

ン
ド
理
解
、

と
り
わ
け
宗
教
学

者
に
よ
る
そ
の
一
端
に
つ
い
て
の
考
察
を
通
じ
て
、
比
較
思
想
研
究
の
課

題
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
ね
ら
い
と
な
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
扱
う

イ
ン
ド
宗
教
思
想
と
は
、
仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
イ

ン
ド
宗
教
思
想
」
で
は
な

い
。

キ
リ

ス
ト
教
を
受
容
し
た
イ
ン
ド
人
の
思

想
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
い
か
に
再
受
容
さ
れ
て

い
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
本

稿
で
扱
わ
れ
る
問
題
と
な
る
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
で
は
、
キ
リ
ス

ト
教
教
会
勢
力
が
衰
退
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
諸
宗
教
（
的
運
動
）
が
教
会

外
で
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
に

お
い
て
、
キ
リ
ス

ト
教
神
学
者
・
宜
教
師
に
と
り
イ

ン
ド
は
宣
教
の
対
象
で
あ

る
と
同

時
に
、

宮
　

嶋
　

俊
　

一

（
例

え

ば

、

ル

ド

ル

フ

・

オ

ッ

ト

ー

の

言

う

よ

う

に

）

イ

ン

ド

の

宗

教

が

キ

リ

ス

ト

教

の

「

ラ

イ

バ

ル

」

と

し

て

も

位

置

づ

け

ら

れ

て

い

た

。

こ

う

し

た

中

、

一

九

二

〇

年

代

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

、

と

り

わ

け

ド

イ

ツ

語

圏

で

イ

ン

ド
人
の
キ
リ
ス
ト
教
巡
回
説
教
師
「
サ
ド
ゥ
ー
」
・
ス
ン
ダ
ー
・
ジ
ン
ク

（
Ｓ
ａ
ｄ
ｈ
ｕ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｈ
,
　
１
８
８
８
-
１
９
２
９
？
)
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
起
こ
っ

た

。

こ

れ

は

一

般

に

サ

ド

ウ

ー

論

争

と

呼

ば

れ

、

キ

リ

ス

ト

教

神

学

者

、

牧

師

、

伝

道

者

、

宗

教

学

者

ら

を

巻

き

込

ん

で

形

成

さ

れ

て

い

っ

た

。

ス

ン

ダ

ー

・

ジ

ン

ク

は

、

当

初

イ

ン

ド

で

、

そ

の

後

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

を

始

め

世

界

各

地

を

旅

行

し

、

説

教

を

行

っ

た

。

頭

に

タ

ー

バ

ン

を

巻

い

た

イ

ン

ド

の

托

鉢

僧

の

服

装

で

キ

リ

ス

ト

教

に

つ

い

て

語

る

姿

は

西

洋

人

の

注

目

を

集

め

た

が

、

そ

れ

だ

け

で

な

く

当

時

の

西

欧

の

キ

リ

ス

ト

教

の

あ

り

方

へ

の

批

判

が

賛

否

を

巻

き

起

こ

し

た

。

ま

た

、

そ

こ

で

語

ら

れ

た

内

容

の

中

に

は

後

に

見

る

よ

う

に

、

数

々

の

神

秘

体

験

が

含

ま

れ

、

イ

エ

ス

・



キ

リ

ス

ト

を

彷

彿

さ

せ

る

よ

う

な

体

験

談

も

少

な

く

な

か

っ

た

。

あ

る

人

は

ス

ン

ダ

ー

・

ジ

ン

ク

を

高

く

評

価

し

、

ま

た

あ

る

人

は

「

ペ

テ

ン

師

」

と

批

判

す

る

形

で

、

論

争

は

展

開

し

た

。

こ

の

論

争

の

中

心

を

担

っ

た

の

は

、

ス

ン

ダ

ー

・

ジ

ン

ク

擁

護

者

で

宗

教

学

者

の

フ

リ

ー

ド

リ

ッ

ヒ

・

ハ

イ
ラ
ー
（
Ｊ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ
,
　
１
８
９
２
-
１
９
６
７
）
と
、
批
判
の
立
場

を

と

っ

た

牧

師

・
宗

教

心

理

学

者

の

オ

ス

カ

ー

・
プ

フ

ィ

ス

タ

ー

（
Ｏ
ｓ
ｋ
ａ
ｒ

Ｒ
ｏ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
　
Ｐ
ｆ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
，
　
１
８
３
７
-
１
９
５
６
）
で
あ
っ
た
。

本

稿

で

は

と

り

わ

け

ハ

イ

ラ

ー

の

ス

ン

ダ

ー

・

ジ

ン

ク

理

解

に

焦

点

を

当

て

る

。

と

い

う

の

も

、

ハ

イ

ラ

ー

に

代

表

さ

れ

る

当

時

の

宗

教

学

は

神

学

的

・

実

践

的

で

あ

る

と

批

判

さ

れ

て

き

た

が

、

こ

の

時

期

の

ハ

イ

ラ

ー

は

「
宗

教

学

」

者

と

し

て

い

く

つ

か

の

「
宗

教

論

争

」

へ

実

践

的

に

関

わ

っ

て

お

り

、

そ

の

ひ

と

つ

が

こ

の

サ

ド

ゥ

ー

論

争

で

あ

る

か

ら

だ

。

こ

の

論

争

で

ハ

イ

ラ

ー

は

比

較

「

宗

教

学

」

者

の

立

場

か

ら

の

発

言

を

重

ね

、

ス

ン

ダ

ー

・

ジ

ン

ク

を

擁

護

し

、

そ

の

中

で

自

ら

の

宗

教

学

が

い

か

な

る

営

み

か

を

説

明

し

続

け

た

。

そ

の

結

果

、

ハ

イ

ラ

ー

宗

教

学

に

お

け

る

イ

ン

ド

理

解

が

形

成

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

異

な

る

価

値

観

を

含

ん

だ

複

数

の

宗

教

思

想

の

比

較

研

究

に

お

い

て

、

研

究

者

自

身

が

客

観

的

・

中

立

的

な

立

場

に

立

つ

こ

と

は

容

易

で

は

な

い

が

、

し

か

し

研

究

者

自

身

の

価

値

観

・
宗

教

観

を

露

骨

に

示

す

こ

と

に

は

問

題

が

あ

ろ

う

。
「

サ

ド
ゥ
ー
論
争
」
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
糸
口
と
な
り
得

る

と

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

一
　
サ
ド
ゥ
ー
・
ス
ン
ダ
ー
・
ジ
ン
ク
と
は
？

サ

ド
ゥ

ー
論
争

で

は
、

ス

ン
ダ

ー
・
ジ
ン
ク

が

い
か
な

る
人
物

な
の

か
、

そ

の
ラ

イ
フ

・

ヒ
ス

ト
リ

ー
も
含

め
議

論

の
対

象

と
さ

れ
た

。

よ
っ

て
、

ス

ン
ダ

ー
・

ジ
ン
ク

の
生
涯

を

い
か
に

描

き
出

す

か
が

す
で

に
問

題

と
な

る
。
こ
こ
で
は
主
に
、
比
較
的
最
近
の
研
究
で
か
つ
客
観
的
記
述
を
目
指

し
た
ゲ
プ
レ
ー
ル
の
歴
史
的
研
究
に
基
づ
き
つ
つ
、
ま
た
争
点
と
な
っ
た

奇
跡
体
験
等
に
つ
い
て
は
ハ
イ
ラ
ー
の
著
作
も
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
生

涯
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

ス
ン
ダ
ー
・

ジ
ン
ク
は
一
八
八
八
年
、
北
イ
ン
ド
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
で
生

ま
れ
る
。
父
親
は
地
主
で
、
家
庭
は
豊
か
で
あ
っ
た
。
家
族
は
シ
ー
ク
教

徒
だ
が
、
母
親
を
通
じ
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
宗
教
性
も
学
ぶ
（
G
 
3
9
）
。
彼

が
一
四
歳
の
時
、
そ
の
母
親
は
死
亡
。
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ス
ピ
テ
リ
ア

ン

派
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、

キ
リ

ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
た
。

一
九
〇
三
年
一
二
一
月
一
六
日
、
キ
リ
ス
ト
の
出
現
に
よ
り
回
心
体
験
を
得

た
と
さ
れ
る
。
こ
の
体
験
後
、
彼
は
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
を
望
む
が
、
家

族
は
そ
れ
に
反
対
、
勘
当
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
家
を
出
て
プ
レ
ス
ピ
テ
リ

ア
ン
派
の
寄
宿
制
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
あ
る
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
に
向
か

う
が
、
途
中
重
病
に
か
か
る
。
彼
は
そ
の
原
因
を
毒
を
盛
ら
れ
た
か
ら
と

考
え
、
ま
た
そ
の
回
復
を
奇
跡
と
見
な
し
た
（
G
 
4
9
f
.
）
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
約
一
年
過
ご
し
、（

も
っ
と
も
は
や
い
記
述

で
は
）
　一
九
〇
五
年
九
月
三
日
洗
礼
を
受
け
、
そ
こ
を
出
る
。
そ
れ
か
ら

三
三
日
後
、
キ
リ
ス
ト
者
ス
ン
ダ
ー
・

ジ
ン
ク
と
し
て
、
伝
統
的
な

シ
ー
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ク
教
の
法
衣
を
ま
と
い
独
力
で
伝
道
を
始
め
る
（
G
 
5
4
f
f
.
）
。
ほ
ぼ
絶
え

間

な

く
福
音

を
説

き
な

が
ら
北

イ

ン
ド

を
放

浪

、

一
九
〇

五
年

か
ら
○

六

年

に

か
け
て

ア

フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
ま
で
最

初

の
旅
行

、

そ

の
後

ヒ

マ
ラ

ヤ
の

コ
ト

ガ
ル

を

活
動

拠
点

と

し
、

そ

こ
で

ア

メ

リ

カ
人

青

年

ス

ト

ー

ク

ス

（
Ｓ
ｔｏ
ｋｅ
ｓ
）

と
出

会

う

。

ス
ト

ー
ク

ス
は

、
独

力

で

伝

道

を
試

み

る

彼

に

聖

フ
ラ

ン
シ
ス

コ

の
理
想

を
見

て
感

激
し

、
二
人

は

暫
時

協
働

す

る
。
特

に
当
時

パ
ン
ジ

ャ
ブ

で
猛
威

を

振

る
っ
て

い
た

ペ
ス

ト
患

者

の
病
院

が
活

動

の
中

心
で

あ

っ
た

。
一

九
〇

八
年
、
コ
ト

ガ

ル
か

ら

ヒ
マ
ラ

ヤ

へ
出
発

、

初

め
て
封

鎖

さ

れ
た

チ

ベ
ッ
ト

を
訪

れ
、

そ
こ
で

上
層

の
ラ

マ
僧
か

ら
歓

待

を
受

け
、

ま
た

仏
教

寺
院

の
書

庫
で

新
約

聖
書

を
発

見

し
た

と

さ
れ

る

（
「
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
」
）
が
、
後
の
論
争
で
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
の
歴
史
的
「
事

実
」
性
が
争
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
こ
の
旅
行
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
と

の
国

境
ま

で

の
移
動

は
確

認

さ

れ
た

が
、
チ

ベ
ッ

ト
旅
行

と
そ

の
間

に
起

き

た
出
来

事

に
関

す

る
叙
述

は
、

ス

ン
ダ

ー
・

ジ
ン
ク

の
創

作

と
さ

れ
た

（
G
 
6
3
f
f
.
）
。

一
九
一
二
年
か
ら
一
七
年
ま
で
、
東
西
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
大
旅
行
を
繰
り

返

し
企
図

、
ア

ッ

サ

ム
、

ネ

パ
ー
ル
、

テ
リ

ー

ガ
ル

ヴ
ァ

ル
、

カ

シ
ミ
ー

ル
、

ア

フ

ガ
ニ
ス

タ

ン
へ
赴

く
。

ま
た
同

時
期

、

説
教

と
講

演

の
た

め
北

イ
ン
ド
へ
。
こ
の
時
期
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
旅
行
の
際
（
一
九
一
二
年
の
中
頃
）
、

非

イ

ギ
リ
ス

領
チ

ベ
ッ
ト

に
数

日
間

滞

在
（
Ｇ
　１
１３
ｆ．）

そ

の
後

さ
ら

に

チ

ベ
ッ
ト

の
奥

地
、

カ

イ
ラ

シ
ュ
で

ク
リ

ス
チ

ャ

ン
の

マ

ハ
リ

シ
に
出
会

っ
た

と

さ
れ

る
。
だ

が
後

に

そ
の
旅

か

ら
帰

還

し
た

と

さ
れ

る
時
期

に
彼

が

ヒ

マ
ラ

ヤ
を
旅

行

中

で

あ

る
こ
と

が
判

明

、

カ
イ

ラ

シ
ュ

へ
の
旅

行

、

お

よ
び

マ

ハ
リ

シ
と

の
出

会

い
等

、
旅
行

中

の
出

来
事

も
創
作

と
さ

れ
た

（
Ｇ
　
１
２
１
ｆ
．
）
同
様
の
こ
と
が
一
九
一
六
年
（
G
 
1
2
8
f
f
.
）
、
一
七
年
（
Ｇ

１
３
６
ｆｆ

．）

に

も
起

こ

る
。
同

時

期
断

食

を
行

う

が
、

そ

の
期
間

を

め
ぐ

っ

て

も
論
争

が
起

こ

る
。

こ
の
前
後

の
時

期
、
再

び
チ

ベ
ッ
ト

へ
と
向

か
っ

た

ス
ン

ダ

ー
・

ジ
ン
ク

は
ラ

サ

で
死
刑

宣
告

を
受

け
、
涸

れ
た
井
戸

に
投

げ
込

ま

れ
、
放

置

さ
れ

た
。
だ

が
、
ひ

た
す

ら
神

に
祈

っ
て

い
る
と
誰

か

が

ロ
ー
プ

を
た

ら
し

救

わ
れ
た
（
「
井

戸

体
験
」
）

と
さ

れ
る
。

一

九

一
六
年

、
最

初

の
伝

記

が
公

刊

さ
れ
、
南

イ
ン

ド
に
名
声

が
広

が

る
。

一
九

一
八

年
か

ら
南

イ

ン
ド
へ
旅
行

、

そ
こ

で
い

く
つ
か

の
伝

道
団

体

と
協

働

す
る

。
そ

れ

ら
の
団
体

が
伝
道

旅
行

を
企
画

し
、

巡
回
説

教
師

と

し

て
一
九

一
八

年

か
ら

一
九
年

に
か
け

て
ス
リ

ラ

ン
カ
、
中

国
、
日

本

へ
旅

行

、

こ
の
時

期

は
、
ラ

サ
で

の
よ
う

な
奇
跡

体
験

を
ほ

と
ん
ど
報

告

し

て

い
な

い
。

こ
の
間

も
、
東

西

ヒ
マ
ラ

ヤ

へ
の
旅
行

を
企
図

、
ス

ン
ダ

ー
・
ジ
ン
ク
に
よ
れ
ば
規
則
的
に
チ
ベ
ッ
ト
へ
伝
道
を
行
う
。
一
九
一
九

年

、
父

と
和
解

。

父
親

は
翌
年

の

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
旅
行

の
費

用

を
捻

出

す
る
。

ス

ン

ダ
ー

・

ジ
ン
ク

は
ま
ず

イ
ギ
リ

ス

へ
、
そ

こ
か

ら
ア
メ
リ

カ
合
衆

国

へ
渡

り

東

か
ら
西

へ
移
動

、

さ
ら
に

サ

ン
フ
ラ

ン

シ
ス

コ
か

ら
オ
ー

ス
ト

ラ

リ

ア

へ

移

動

し
、

そ

こ

で

短

期

滞

在

後

イ

ン

ド

へ
帰

国

し

た
。

一
九

二

一
年
再

び
チ

ベ
ッ
ト

へ
赴
き
、

そ

の
旅
行

記

が
出

版

さ
れ
る
。

こ

の
旅

行
中

は

、
以

前

の
よ
う
な
奇

跡
体
験

を

得
な

か

っ
た
。
旅
行

の

一
部

は
実

証

さ
れ

て

い
る

が
、
ス

ン
ダ
ー

・

ジ
ン
ク
の
主
張

す
る
ほ

ど
ヒ

マ
ラ

ヤ

の
奥
地

、

さ
ら

に
は
チ

ベ
ッ
ト
ま
で
旅

行

し
た

か
ど

う
か
に
疑
問

が
残

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
頃

ヨ

ー

ロ

ッ

パ
か

ら

さ
ま

ざ

ま

な

招
待

を
受

け

、
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一
九
二
二
年
に
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
、
オ
ラ

ン
ダ
、

イ
ギ
リ

ス
を
訪
問
、
そ
こ
か
ら
イ
ン
ド
に
帰
国
、
帰
国
後
た
だ
ち
に

ヒ
マ

ラ
ヤ
へ
、
こ
の
時
の
「
閉
ざ
さ
れ
た
」
チ

ベ
ッ
ト
へ
の
旅
行
も
論
争
の
争

点
と
な
る
。
そ
の
後
、
彼
は
外
国
か
ら
の
招
待
を
す

べ
て
断
り
、
イ
ン
ド

に
留
ま
っ
た
。
一
九
二
一
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
、
一
年
に
一
冊

の
ペ

ー
ス
で
神
学
的
著
作
を
執
筆
、
出
版
し
、
そ
れ
ら
は
諸
外
国
語
に
翻
訳
さ

れ
る
。
一
九
二
九
年
四
月
一
八
日
、
チ

ベ
ッ
ト
に
向
け
て
旅
行
に
出
て
以

来
行
方
不
明

と
な
り
、
一
九
三
三
年
に
、
そ
の
死

が
公
に
告
げ
ら
れ
た
。

二
　
「
サ

ド
ゥ

ー
論
争
」

の
発
端

ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
は
一
九
一
二
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
、
北
イ
ン

ド
の
キ
リ
ス
ト
教
雑
誌
ヌ
ア

ー
ア
フ

シ
ャ
ン
に
旅
行
記
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
報
告
を
掲
載
し
、
そ
の
頃
か
ら
熱
心
な
信
奉
者
を
得
て

い
た
。
イ
ン
ド

人
青
年
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
ザ
ヒ
ー
ル
（
Z
a
h
i
r
）
も
そ
の
一
人
で
、

一
九

一
五
年

か
ら
一
六
年
ま
で
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
と
接
触
が
あ
っ
た
。

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
や
個
人
的
な
交
際
か
ら
、
一
九
一
六
年
に
最
初

の
伝
記
を
ウ
ル
ド
ゥ
語
で
発
行
、
四
ヶ
月
後
に
は
英
語
版
の
伝
記

が
発
行

さ
れ
る
。
ヌ
ア
・
ア
フ

シ
ャ
ン
掲
載
の
文
章
と
こ
の
ザ
ヒ
ー
ル
の
伝
記
に

よ
り
、
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
名
声
は
南
イ
ン
ド
に
ま
で
広
が
っ
た
。
こ

の
伝
記
は
、
イ
ン
ド
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
青
年
に
向
け
て
書
か
れ
て
い
た
。

ま
た
、
南
イ
ン
ド
で
活
動
し
て

い
た
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
は
、
ア
ン
グ
ロ

サ
ク
ソ
ン
系
の
信
仰
覚
醒
運
動
の
団
体
と
も
関
係
を
持

ち
、
そ
の
団
体
に

所
属
し
て
い
た
パ
ー
カ
ー
が
一
九
二
〇
年
、

や
は
り
伝
記
を
著
す
。
そ
れ

ら
の
伝
記
の
記
述
の
相
違
を
め
ぐ
り
、
後
に
論
争
が
展
開
す
る
こ
と
に
な

る
。
主
と
し
て
南
イ
ン
ド
の
伝
道
者
た
ち
の
間
で
は
、
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン

グ
は
好
意
的
に
評
価

さ
れ
て

い
た
が
、
断
食
の
期
間
に
対
す
る
疑
惑
が
生

じ
、

ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
信
用
性
に
疑

い
が
か
け
ら
れ
始

め
て
も
い

た
。ス

ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
は
一
九
一
七
年
の
『
福
音
主
義
伝
道
雑
誌
』
掲
載

の
論
文
で
、
南
イ
ン
ド
の
教
会
設
立
に
向
け
て
の
肯
定
的
な
事
例
と
し
て
、

初
め
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
と
二
二
年
、

ス

ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
訪
れ
る
。
そ
こ
に
現
れ
た
の

は
タ
ー

バ
ン
を
巻
い
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
イ
ン
ド
人
だ
が
、
言
動
は
間
違

い
な
く
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
の
「
伝
説
」
は
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
や
キ
リ

ス
ト
教
の
成
立
を
髣
髴
と
さ
せ
、
彼
を
イ
エ
ス
に
擬
し
た

印
象
が
繰
り
返
し
語

ら
れ
る
。
イ
ン
ド
の
巡
回
説
教
師
は
、
信
仰
覚
醒
を

促
す
説
教
師
で
も
あ
っ
た
が
、
他
方
シ
ン
グ
の
奇
跡
体
験

へ
の
疑
惑
が
、

す
で
に
イ
ン
ド
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

三
　
ハ
イ
ラ
ー
の
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
論
―
―
そ
の
概
略

一
九
二
三
年
、
ハ
イ
ラ
ー
に
よ
る
「
サ
ド
ゥ
ー
・
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
、

イ
ン
ド
の
使
徒
」
（
こ
れ
以
降
「
イ
ン
ド
の
使
徒
」
）
と
い
う
長
編
論
文

が

『
キ
リ
ス
ト
教
世
界
』
誌
に
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
論
文
で
、
ハ
イ
ラ
ー
は

ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
宗
教
的
観
念
世
界
を
叙
述
し
、
そ
れ
を
信
仰
類
型

の
ひ
と
つ
と
し
て
宗
教
学
的
に
評
価
し
た
。
ま
た
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の

奇
跡
体
験
を
詳
細
に
論
じ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
生

い
立
ち
や
「
回
心
体



験

」
、
数

々

の
旅

行

中

の
出

来

事

な

ど

伝
記

的

な

事

柄

が
報
告

さ

れ
た
。

さ

ら
に
、

こ

の
論
文

で

ハ
イ
ラ

ー
は
、

こ

れ
ま

で

の
ス

ン
ダ

ー
・

シ
ン

グ

に
対

す

る
批

判

に
対

し
、

ス

ン
ダ

ー
・
シ
ン
グ

の
生
涯

が
「
完
全

な
現

実
、

直
接
的
な
現
在
」
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
示
し
（
Ｈ
ａ
　
４
１
７
）
、
巡
回
説
教

師

「
ス

ン
ダ

ー
・

シ
ン

グ
」

は
同

時

に
聖
人

「
サ

ド
ゥ

ー
」
で

あ
り

、
両

者

は
不

可

分

と

さ
れ

た
。

結
論

（
Ｈ
ａ
　４
８
１
-２
）
で

は
、

ス

ン
ダ

ー
・

シ

ン
グ

の
イ

ン

ド
宗
教

に
お

け
る
意

味

が
論

じ
ら

れ
て

い
る
。
ハ
イ

ラ

ー
は
、

ス

ン
ダ

ー
・

シ
ン

グ
を

「
東
方

の
使
徒

」

と

見

な
し

、
「
彼

に
よ

っ
て

初

め
て

、

キ
リ

ス
ト

教

は
イ

ン
ド
に

お

い
て

精

神
的

な
力

と
な

り
始

め

た
」

と

す

る
。

す
な

わ
ち

、
ス

ン
ダ

ー
・

シ
ン
グ

は

ヒ
ン

ド
ゥ

ー
教

の
制
圧
者

と

し
て

、
ま

た
福

音
主

義
的

な
使

徒
と

し
て

賛
美

さ

れ
る

の
で
あ

る
。

ハ

イ

ラ

ー
に
よ

れ

ば
、

ス
ン

ダ
ー
・

シ
ン

グ
は

「
イ

ン

ド
宗

教

の
新
時

代

の

始

ま
り

で

あ

り
、
彼

は
そ

れ
を

体
現

し

て

い

る
」
。

ハ
イ
ラ

ー

は
ま

た
西

欧

キ
リ

ス
ト
教

世
界

に

お
け

る
ス

ン
ダ

ー
・

シ

ン
グ

の
意

味

に
つ

い
て

も

論

じ
、

彼
を

「
堕
落

し

、
浅
薄

化

し
た
」

近
代

西
欧

キ
リ

ス
ト
教
世

界

の

批
判

者

と
し

て
描

き
出

す
。

神
学

の
主
知

主
義

と
教

会

の
組
織

化

に
よ

っ

て

、
近

代

キ
リ

ス

ト
教

は

生

き
生

き
と

し

た
内
面

性

を
喪
失

し
て

い

る
。

西

洋
キ
リ

ス

ト
教

は

そ
の
内
面

性

を
イ

ン
ド

へ
贈

り
物

と
し

て
与

え
て
し

ま

っ
た

ゆ
え

、
イ

ン

ド
の
高
等

宗
教

よ

り
も

さ
ら

に
低

い
段
階

に
落

ち
込

ん
で

し
ま

っ
た
。
西

洋
に

も

ス
ン

ダ
ー
・
シ

ン
グ

の
福
音

が
必
要

で

あ
る
。

彼

の
信
仰

は

あ
ま
り

に
深

く
福
音

主
義

的

で
あ

り
、

そ

れ
ど

こ
ろ
か
、

原

始

キ
リ

ス
ト
教

的
だ

。

も
し
そ

れ

が
西

欧
で

支
配

的

な
信

仰
と
異

な

っ
て

い

る
な

ら
、
そ

れ
は
西

欧

の

キ
リ

ス
ト

教

が
浅

薄
化

し
、

唯
物
論

や
合

理

主
義

神

学

に
屈

伏

し

キ
リ
ス

ト
教

的

な
真

理

か

ら
遠

ざ
か

っ
た
か

ら
だ

。

主
と

の
交

わ
り

と

は
、
ス

ン
ダ

ー
・

シ
ン
グ

に
示

さ
れ

る
が
如

き
祈

り
で

あ

る
。

さ

ら
に

、

こ

の
論
文

発

行

と
同

年

の

冬
、
「
サ

ド

ゥ

ー
・

ス

ン
ダ

ー
・

シ
ン
グ
、

東
方

と
西

方

の
使
徒

」
（

こ

れ
以

降

『
サ

ド
ゥ

ー
』
）

が
出

版

さ

れ

る
。

こ

れ
は

論
争

全
体
に

お

い
て

、

き
わ

め
て
重
要

な
位
置

を
占

め
て

い

る
。
『
サ

ド
ゥ

ー
』

出
版

の
翌

年
（

一

九
二

四

年
）

に

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
論
者

に

よ

る
ス

ン
ダ

ー
・

シ
ン
グ
を

め
ぐ

る
論

稿

が
増
え

る

が
、

そ

の

ほ
と

ん
ど

が
ハ

イ
ラ

ー
の
こ

の
著
作

へ
言
及

し
て

い
る
こ

と
、
さ
ら

に
『
サ

ド
ゥ

ー
』

以

降

、
ス

ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
伝

記

に
書

か
れ
て

い
た
個

々
の

事
実

の
内

容

的

な
不

正

確
さ
に

つ

い
て
の
断

片
的

な
議
論

で
は

な
く
、

こ

の

ハ
イ

ラ

ー
の
主
張

に
同

意
す

る
か
異

議
を

唱
え

る
か

と

い
う
論

争

の
構

造

が
形
成

さ
れ
た

こ
と

、
な
ど

の
意
味

で

こ
の
著

作
は
サ

ド
ゥ

ー
論
争

の

事
実

上

の
発

端
で

あ

っ
た
と
言

え
る
。
同

書

に
お

い
て

ス

ン
ダ

ー
・

シ
ン

グ

に
対

す

る
ハ
イ

ラ

ー
の
基

本
的

な

判
断

は

、
先

の

「
イ

ン
ド

の
使
徒

」

と
変

化

し
て

い
な

い
。

た
だ
、

さ
ま

ざ
ま
な

史
料

を
用

い
て
伝
記

的
に

ス

ン
ダ

ー
・

シ
ン

グ
の
奇

跡
体

験

を
詳

細

に
、
ま

た

「
無

批
判

に
」
（

プ

フ

ィ

ス
タ

ー
）

叙
述

す

る
こ
と
で
、

ハ
イ

ラ

ー
の

「
超
自
然

主
義
」

の
立
場

が
鮮

明

に
示

さ
れ

る
。

さ
ら
に
、
報

告

は
信
頼

に
足

る
同

時
代
人

の
証
言

に

よ

る

が
ゆ
え

に

、
そ

れ

が
歴

史

的

「
真
実

」

で
あ

る

と
説
明

さ
れ

る
。

ハ
イ

ラ

ー
は

、
ザ

ヒ
ー

ル
や

パ
ー
カ

ー
の
手

に
よ

る
ス

ン
ダ
ー
・

シ
ン

グ

の
伝
記

は

聖
人

伝
と

し
て
読

め

る
と
し
て

い
る

が
、

ハ
イ
ラ

ー

が
そ
れ

ら

を
『
真
実
』
と
し
て
再
構
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
書
も
ま
た
―
―
ス
ン
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ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
研
究
書
で
あ
る
と
同
時
に
１

聖
人
伝
と
な
っ
て
い
る
。

『
サ
ド
ゥ
ー
』
に
お
け
る
ハ
イ
ラ
ー
の
立
場
を
一
言
で
言
え
ば
、
ス
ン

ダ
ー
・
シ
ン
グ
は
、
宗
教
的
に
「
真
理
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
伝
記
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
の
歴
史
的
「
事
実
」
性
は
疑
い
よ
う
が
な
い
、
と
い
う

も
の
だ
。
ま
た
、
こ
の
著
作
で

も
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
信
仰
世
界
、
観

念
世
界

が
再
構
成
さ
れ
、

さ
ら
に
イ
ン
ド
、
西
欧
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
ス

ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
意
味

が
論
じ
ら
れ
る
。

こ
の
著
作
に
対
す
る
批
判
は
主
に
そ
の
伝
記
的
「
事
実
」
の
信
用
性
に

向
け
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
プ
フ
ィ
ス
タ
ー
は
、
ハ
イ
ラ
ー
が
奇
跡
へ
の
信

仰
か
ら
「
完
全
に
無
批
判
に
」
、
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
生
涯
の
記
述
を
、

既
知
の
資
料
の
「
切
り
貼
り
」
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た
と
し
て
批
判
し
、

さ
ら
に
そ
の
非
学
問
的
性
格
を
厳
し
い
調
子
で
指
摘
し
た
。
そ
の
プ
フ
ィ

ス
タ
ー
の
批
判
に
対
し
、
ハ
イ
ラ
ー
は
「
サ
ド
ゥ
ー
・
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン

グ
を
め
ぐ
る
論
争
」
と
い
う
論
文
で
反
論
、
同
論
文
に
よ
っ
て
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
を
め
ぐ
る
一
連
の
議
論
に
「
サ

ド
ゥ
ー
論
争
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

が
冠
せ
ら
れ
た
。

プ
フ
ィ
ス
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
出
版
さ
れ
た
伝
記
に
記
さ
れ
た
同
じ
出

来
事
に
関
す
る
記

述
の
相
違
に
着
目
し
た
。
「
井
戸
体

験
」

で
あ
れ
ば
、

そ
の
日
時
、
井
戸
の
閉
鎖
方
法
（
蓋
か
、
扉
か
）
、
腕
の
傷
（
右
腕
か
左

腕
か
、
重
症
か
軽
症
か
）
、
救
済
者
の
態
度
や
、
そ
の
後
の
傷

の
治
癒

な

ど
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
そ
う
し
た
相
違
が
存
在
し
て
も

ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
奇
跡
的
な
伝
説
は
「
信
頼
で
き
る
同
時
代
人
の
証

言
に
よ
っ
て
」
お
り
、
ま
た
「
そ
の
正
し
さ
の
大
部
分
は
検
証
可
能
で
あ

る
」
と
し
た
ハ
イ
ラ
ー
に
対
し
、
プ
フ
ィ
ス
タ
ー
は
歴
史
的
「
事
実
」
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
性
を
主
張
七
た
。
同
時
に
プ
フ
ィ
ス
タ
ー
は
、
ハ
イ

ラ
ー
の
歴

史
学
に
対

す
る
態
度
の
曖
昧
さ
を
批
判
し
た
。
ハ
イ
ラ
ー
は
、

一
方
で
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
奇
跡
を
歴

史
的
に
検
証
可
能
だ
と
し
、
彼

の
「
直
接
的
な
歴
史
的
現
実
」
が
わ
れ
わ
れ
に
近
づ
い
て
く
る
と
言
い
、

ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
奇
跡
体
験
の
歴
史
的
事
実
性
を
主
張
す
る
が
、
同

書
の
別
の
箇
所
で
は
「
も
し
、
聖
書
や
聖
人
伝
の
奇
跡
の
歴
史
や
、
今
日

の
聖
人
の
生
涯

か
ら
生
ま
れ
た
奇
跡
の
歴
史
に
関
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
歴

史
家

は
あ
る
事
柄
に
対
し
て
曖
昧
に
し
か
答
え
ら
れ
な
い
」
と
も
言
う
。

プ
フ
ィ
ス
タ
ー
は
こ
う
し
た
ハ
イ
ラ
ー
の
曖
昧
な
態
度
を
批
判
し
た
の
で

あ
る
。

ハ
イ
ラ

ー
は
ま
ず
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
を
「
信
奉
」
し
、
そ
の
信
奉
に

基
づ
い
て
一
つ
ひ
と
つ
の
出
来
事
を
「
真
実
」
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
す

な
わ
ち
、
ハ
イ
ラ
ー
の
方
法
は
、
ま
ず
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
正
直
さ
を

信
じ
、
そ
こ
か
ら
個
々
の
出
来
事
に
関
す
る
記
述
の
矛
盾
を
さ
ま
ざ
ま
な

史
料
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
論
争
が
展
開
し
て
い
く
中
で
、

ハ
イ
ラ
ー
は
『
使
徒

か
ペ
テ

ン
師

か
』
、
『
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
真
実
』

と
い
う
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
史
料
集
を
編
集
す
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
に

は
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
自
身
の
手
紙
の
他
、
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
に
関
係

す
る
人
々
の
手
紙
が
証
言
と
し
て
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
ス
ン
ダ

ー
・
シ
ン
グ
の
「
友
人
の
証
言
」
と
「
敵
対
者
の
証
言
」
と
い
う
分
類
で
、

証
言
の
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
集
が
後
々
の
歴
史
的
研

究
の
助
け
に
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
出
版
さ
れ
た
時
点



で
は
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
を
信
用
す
る
か
し
な
い
か
、
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン

グ
が
「
真
理
」
か
否

か
、
と
い
う
問
題
設
定
の
枠
組
み
を
堅
固
に
し
て
い

っ
た
と
言
え
る
。
ハ
イ
ラ

ー
が
こ
の
よ
う
な
史
料
を
編
集
し
て

い
っ
た
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
伝
記
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
叙
述
の
矛
盾
は
、
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
「
真
実
」
と
他
の
人

々

の
誇
張
し
た
叙
述
の
対
立

か
ら
生
ま
れ
た
と
ハ
イ
ラ

ー
が
考
え
た
こ
と
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
発
言
そ
の
も
の
と
、
他
の
人

々

の
証
言
を
綿
密
に
辿
れ
ば
、
こ
の
矛
盾
は
解
消
で
き
る
と
考
え
た
。
だ
が
、

そ
の
間
に
探
し
出
さ
れ
た
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
初
期
の
論
文
の
研
究
に

よ
っ
て
こ
の
矛
盾
は
解
消
す
る
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら
に
広
が
っ
た
。
た
だ
し
、

こ
う
し
た
ハ
イ
ラ
ー
の
方
法
は
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
研
究
に
と
っ
て
無
意

味

で
あ
っ
た
と
も
言
え
な
い
。
プ
フ

ィ
ス
タ
ー
（

や
ゲ
ブ
レ
ー
ル
）
が
、

同

じ
体
験
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
報
告

の
矛
盾
に
着
目
し
個
々
の
出
来
事

の
歴
史
的
「
事
実
」
性
を
検
証
し
て

い
っ
た
の
に
対
し
、
ハ
イ
ラ

ー
は
そ

の
よ
う
な
矛
盾
を
ま
ず
は
容
認
し
、
む
し
ろ
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
伝
記

の
さ
ま
ざ
ま
な
叙
述
に
一
貫
し
て
持
続
し
て
い
た
神
学
的
モ
チ
ー
フ
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ハ
イ
ラ
ー
は
そ
の
矛
盾
し
た
諸
断
片

か

ら
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
宗
教
性
を
再
構
成
し
、
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の

イ
ン
ド
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
意
味
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

四
　

ハ
イ
ラ

ー
の

ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
評
価

ハ
イ
ラ
ー
の
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
論
は
既
述
の
「
サ
ド
ゥ
ー
」
に
明

ら

か

だ

が

、

こ

こ

で

は

そ

の

構

成

と

、

ハ

イ

ラ

ー

の

宗

教

現

象

学

的

な

ス

ン

ダ
ー
゜
シ
ン
グ
論
の
骨
子
を
紹
介
し
た
い
。

ハ

イ

ラ

ー

の

ス

ン

ダ

ー

・
シ

ン

グ

論

は

、
彼

の

宗

教

行

為

を

論

じ

た

「

サ

ド

ゥ

ー

の

宗

教

的

生

」
（

Ｈ
ｂ
　６
４
ｆＦ

．
）

と

、

宗

教

思

想

を

論

じ

た

「

サ

ド

ゥ

ー

の

宗

教

的

観

念

世

界

」
（
Ｈ

ｂ
　
ｌ
Ｏ
ｌ
ｆｆ

．）

と

に

大

き

く

章

分

け

さ

れ

て

い

る

。

前

者

は

、

さ

ら

に

ｖ
ｉｔａ
　ｃ
ｏ
ｎ
ｔｅ
ヨ
ｐ
ｌａ
ｔｉｖ
ａ

（

暝

想

の

生

、

Ｈ
ｂ

６
４
ｆｆ

．）

と

ｖ
ｉｔａ

　ａ
ｃ
ｔ
ｉｖ

ａ

（

活

動

の

生

、

Ｈ

ｂ
　
９
０
ｆｆ

．）

に

分

け

ら

れ

、

前

者

に

は

祈

り

、

瞑

想

、

エ

ク

ス

タ

シ

ー

に

お

け

る

ヴ

ィ

ジ

ョ

ン

な

ど

が

、

後

者

に

は

牧

会

や

説

教

が

含

め

ら

れ

る

。

ま

た

「
宗

教

的

観

念

世

界

」

で

は

、

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

の

神

思

想

、

救

済

論

、

奇

跡

論

な

ど

が

扱

わ

れ

る

。

ハ

イ

ラ

ー

は

ま

ず

、

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

の

信

仰

を

、

完

全

に

キ

リ

ス

ト

中

心

主

義

的

に

把

握

す

る

。

キ

リ

ス

ト

は

、

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

の

回

心

体

験

に

お

い

て

実

際

に

現

れ

た

の

で

あ

り

、

そ

れ

は

エ

ク

ス

タ

シ

ー

に

お

け

る

幻

想

的

な

出

会

い

で

は

な

い

。

ハ

イ

ラ

ー

は

、

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

が

エ

ク

ス

タ

シ

ー

に

お

い

て

天

国

で

感

極

ま

る

た

び

に

、

神

は

た

だ

キ

リ

ス

ト

に

お

い

て

現

れ

、

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

は

そ

れ

を

精

神

的

な

目

で

見

た

の

だ

と

す

る

（

Ｈ
ｂ
　
１
１
１
）
’

さ

ら

に

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

の

信

仰

に

お
け
る
生
に
お
い
て
本
質
的
な
の
は
、
祈
り
と
瞑
想
で
あ
る
（
H
b

6
4
f
f
)
。
祈
り
に
お
い
て
、
誰
も
が
キ
リ
ス
ト
を
見
出
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

キ

リ

ス

ト

は

書

物

を

通

じ

て

だ

け

で

は

見

出

せ

な

い

。

た

し

か

に

キ

リ

ス

ト
は
説
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
当
の
c
o
m
m
u
n
i
o
 
s
a
n
c
t
o
r
u
m

は

ス

ン

ダ

ー
・

シ

ン

グ

に

と

っ

て

、

天

の

聖

な

る

も

の

と

の

交

流

で

あ

る

。

そ

し

て

、

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

は

そ

の

よ

う

な

神

と

の

交

流

に

お

い

て

完
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全

な

子

供

で

あ

り

、
そ

れ

ゆ

え

「
反

省

を

行

っ

て

い

る

」

宗

教

的

人

物

（

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ヌ

ス

、

ト

マ

ス

・

ア

ク

ィ

ナ

ス

、

カ

ル

ヴ

ァ

ン

な

ど

）

で

は

な

く

、

「

ナ

イ

ー

ブ

」

な

宗

教

的

人

物

（

ア

ッ

シ

ジ

の

フ

ラ

ン

チ

ェ

ス

コ

や

ル

タ

ー

な

ど

）

の

類

型

に

属

す

る

。

た

し

か

に

、

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

は

青

年

時

代

に

イ

ン

ド

の

哲

学

的

、

神

学

的

知

識

を

身

に

つ

け

た

し

、

ま

た

後

に

キ

リ

ス

ト

教

神

学

を

学

ん

だ

。

し

か

し

、

神

的

現

実

に

知

的

に

詳

し

く

な

っ

て

い

っ

た

の

で

は

な

い

。

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

の

「

神

学

」

と

は
そ
の
意
味
で
経
験
神
学
（
ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ａ
　
ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
）
で
あ
る
（
H
b

1
0
1
）
。
そ
し
て
、
ハ
イ
ラ
ー
は
そ
こ
に
啓
示
を
受
け
た
も
の
の
宗
教
的

原
思
念
（
Ｕ
ｒ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ
）
を
見
出
す
(
H
b
 
3
0
)
。
こ
の
、
ス
ン
ダ
ー
・

シ

ン

グ

の

ナ

イ

ー

ブ

な

宗

教

性

は

原

始

キ

リ

ス

ト

教

的

だ

。

こ

れ

は

宗

教

改

革

に

よ

っ

て

さ

ま

ざ

ま

な

教

会

へ

と

分

割

さ

れ

て

し

ま

う

信

仰

が

、

原

始

キ

リ

ス

ト

教

に

お

い

て

ひ

と

つ

に

な

っ

て

い

る

も

の

だ

（

Ｈ
ｂ
　
１
７
６
）
°

だ

が

そ

の

一

方

で

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

の

示

す

主

観

性

と

非

教

会

性

は

、

客
観
的
な
教
会
主
義
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
(
H
b
 
1
7
9
)
。
ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

の

ナ

イ

ー

ブ

な

、

原

始

キ

リ

ス

ト

教

的

な

宗

教

性

は

決

し

て

個

人

主

義

的

、

主

観

主

義

的

で

あ

っ

て

は

な

ら

ず

、

そ

の

宗

教

性

に

基

づ

い

た

共

同

体

の

形

成

へ

と

向

か

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。

こ

の

サ

ド

ゥ

ー

論

で

論

じ

ら

れ

た

神

と

の

直

接

的

な

交

流

、

原

始

キ

リ

ス

ト

教

的

な

ナ

イ

ー

ブ

な

宗

教

性

、

さ

ら

に

は

そ

の

よ

う

な

宗

教

性

に

基

づ

い

た

信

仰

共

同

体

の

形

成

と

い

っ

た

モ

チ

ー

フ

は

、

ど

れ

も

ハ

イ

ラ

ー

自

身

の

宗

教

性

で

あ

る

「
福

音

主

義

的

カ

ト

リ

ッ

ク

性

」

と

そ

の

実

現

を

目

指

し

た

ド

イ

ツ

高

教

会

運

動

と

重

な

り

あ

う

。

ハ

イ

ラ

ー

は

、

ス

ン

ダ

ー
・
シ
ン
グ
に
自
ら
の
宗
教
性
の
理
想
で
あ
る
、
「
福
音
主
義
的
カ
ト
リ

ッ
ク
性
」
を
読
み
込
ん
で
い
っ
た
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
ハ
イ
ラ
ー

は
、
現
象
学
的
―
直
観
的
方
法
を
用
い
て
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
宗
教
性

を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
試
み
た
の
だ
が
、
そ
う
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
ナ
イ
ー
ブ
な
宗
教
性
は
、
ま
さ
に
ハ
イ
ラ
ー
の
理

想
と
す
る
宗
教
性
で
も
あ
っ
た
。

ハ
イ
ラ
ー
は
『
サ
ド
ゥ
ー
』
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
に
出
版
さ
れ
た
ス

ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
伝
記
、
神
学
的
著
作

か
ら
、
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の

信
仰
世
界
の
詳
細
な
再
構
成
を
試
み
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
の
ち
に
プ
フ
ィ

ス
タ
ー
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
形
式
的
に
は
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
に
関
す

る
史
料
の
「
切
り
貼
り
」
、
す
な
わ
ち
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
引
用
を
つ

な
ぎ
あ
わ
せ
、
そ
れ
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
ラ
ー

の
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
論
は
、
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
言
葉
を
通
じ
て
自

己
を
語
る
営
み
で
あ
っ
た
。
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も

の
を
「
真
実
」
と
見
な
し
、
そ
れ
を
「
切
り
貼
り
」
し
て
コ
メ
ン
ト
を
加

え
た
が
ゆ
え
、

ど
こ
ま
で
が
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
の
再
構
成
で
ど
こ
か
ら

が
ハ
イ
ラ

ー
の
主
張
な
の
か
が
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ハ
イ
ラ

ー

が
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
に
自
分
と
似
た
宗
教
性
を
見
出
し
て
い
る
以
上
、

両

者
の
区
別
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
ン
ダ
ー
・

シ
ン
グ
を
研
究
対

象
と
し
て
十
分
「
対
象
化
」
で
き
て
い
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

五
　

ま
と

め

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
宗
教
思
想
に
は
価
値
的
な
要
素
が
含



ま
れ

る
。
つ
ま
り
、
比
較
宗
教
思
想
研
究
と
は
、
複
数
の
異
な
る
価
値
観

を
比
較
す
る
営
み
で
あ
る
。
そ
の
際
、
研
究
者
も
ま
た
特
定
の
文
化
的
文

脈
か
ら
発
言
す
る
こ
と
に
な
り
、
価
値
中
立
的
な
立
場
に
立

つ
こ
と
は
で

き
な

い
。
サ
ド
ゥ
ー
論
争
に
お

い
て
、
ハ
イ
ラ
ー
は
そ
の
こ
と
に
無
自
覚

で
あ
っ
た
。
ハ
イ
ラ
ー
は
終
始
「
宗
教
学
」
者
と
し
て
の
発
言
を
重
ね
た

が
、
彼
の
ス
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
論
を
見

れ
ば
、
そ
れ
が
ハ
イ
ラ
ー
の
個
人

的
な
宗
教
性
、
す
な
わ
ち
「
福
音
主
義
的
カ
ト
リ

ッ
ク
性
」
と
深
く
関
わ

り
あ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
研
究
者
が
個
人
的
な
「
宗
教
性
」

や
「
思
想
」
か
ら
ま
っ
た
く
価
値
自
由
な
立
場
に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
研
究
者
は
そ
の
よ
う
な
「
宗
教
性
」
や
「
思
想
」
に
で
き
る
限
り
自

覚
的
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
比
較
思
想
研
究
者
は
、

い
か
な
る
立
場
か
ら
「
比
較
」
を
行
え

る
の
か
。
諸
宗
教
・
諸
文
化
を
超
越
し
た
立
場
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い

以
上
、
誰
も
が
あ
る
特
定
の
文
化
的
・
社
会
的
・
歴
史
的
文
脈
に
依
拠
し

つ
つ
、
比
較
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
り

つ
つ
、

か
つ
開

か
れ
た
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
の
た
め
の
地

平

が
整
え
ら
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

（
１
）
　
拙
稿
「
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
ド
イ
ツ
の
宗
教
思
想
」
『
宗
教
研
究
』
通
巻
三
六
三
号
、

二
〇
一
〇
年
、
二
五
六
―
七
頁
。

（
２
）
　
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
（
立
川
武
蔵
・
立
川
希
代
子
訳
）
『
イ
ン
ド
の
神
と
人
』

人

文

書

院

、

一

九

八

八

年

。

な

お

、
当

時

の

ド

イ

ツ

に

お

け

る

イ

ン

ド

学

・

イ

ン

ド

宗

教

研

究

の

状

況

に

つ

い

て

は

、
Ｈ

ｅ

ｉ
ｄ
ｒ
ｕ

ｎ

　
Ｂ
ｒ
ｕ

ｃ

ｋ
ｎ
ｅ

ｒ
,
　
Ｋ

ｌａ
ｕ

ｓ

　
Ｂ

ｕ

ｔ
ｚ
ｅ

ｎ

ｂ
ｅ

ｒ
ｇ

ｅ
ｒ

，

Ａ

ｎ

ｇ
ｅ

ｌｉ
ｋ

ａ

　Ｍ

ａ

ｌ
ｉｎ

ａ

ｒ
，

　
Ｇ

ａ

ｂ
ｒ

ｉｅ

ｌｅ

　Ｚ

ｅ

ｌ
ｌｅ
ｒ

　（

Ｈ

ｒ
ｓ
ｇ

．
）
,
　
Ｉ
ｔ
ｔ
ｄ

ｉｅ
ｎ
ｆ

ｏ

ｒ
ｓ
ｃ

ｈ
ｕ

ｎ
ｇ

　
i
m
　Ｚ

ｅ

ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
-

ｗ

ａ

ｎ

ｄ
ｅ

ｌ
.　

Ａ

ｎ

ａ

ｌｙ

ｓ
ｅ

　ｕ

ｎ

ａ

　
Ｄ

ｏ

ｋ
ｕ

ｍ

ｅ
ｎ

ｔ
ｅ

　
ｚ
ｕ

ｒ

　
Ｉｎ

ｄ
ｏ

ｌｏ
ｇ

ｉｅ

　
ｕ

ｎ

ｄ

　Ｒ

ｅ

ｌ
ｉｇ

ｉｏ

ｎ
ｓ
ｗ

ｉｓ
ｓ
ｅ
ｎ
-

ｓ
ｃ

ｈ
ａ
ｆ
ｔ

　
ｉ

ｎ

　
Ｔ
ｕ

ｂ
ｉ

ｎ
ｇ

ｅ
ｎ

，
　Ｔ

ｕ

ｂ

ｉｎ

ｇ
ｅ

ｎ

，
　２

０

０
３

を

参

照

。

（
３
）
　
プ
フ
ィ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
Ｒ
ｏ
ｌ
ｆ
　
Ｇ
ｅ
r
m
a
n
n
-
Ｇ
ｅ
ｈ
ｒ
ｅ
ｔ

，

Ｏ

ｓ

ｋ
ａ
ｒ

　
Ｐ
ｆｉ

ｓ

ｔｅ

ｒ

こ
８
３
７
-
１
９
５
６
）
.
　
Ｐ
ｉ
ｏ
ｎ
ｉ
ｅ
ｒ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
ｔ
ｉ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｐ
ｓ
ｙ
ｃ
ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｐ
ｓ
ｙ
ｃ
ｈ
ｏ
-

ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ａ
ｐ

ｉｅ

　ｂ
ｅ

ｉ
　Ｊ

ｕ
ｇ

ｅ
ｎ

ｄ

ｌ
ｉｃ

ｈ
ｅ
ｎ

　ｕ

ｎ

ｄ

　Ｋ

ｉｎ

ｄ
ｅ

ｒ
ｎ
,
　
Ｚ
ｕ

ｒ

ｉｃ

ｈ
,
　
１
９

８

７

を

参

照

。

（

４

）
　

プ

フ

ィ

ス

タ

ー

と

ハ

イ

ラ

ー

の

論

争

の

詳

細

は

、

拙

稿

「

歴

史

的

「

事

実

」
と

宗
教
的
「
真
実
」
―
ハ
イ
ラ
ー
と
サ
ド
ゥ
ー
論
争
―
」
『
東
京
大
学
宗
教
学
年

報

』

一

六

号

、

一

九

九

八

年

、
四

五

｜

五

九

頁

を

参

照

。

（

５

）
　

神

学

性

に

つ

い

て

は

、

Ｆ

ｎ

ｅ

ｄ

ｒ
ｉｃ

ｈ

　
Ｈ

ｅ

ｉｌ
ｅ
ｒ

，
　
Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｈ

ｉｓ

ｔｏ

ｒ
ｙ

　ｏ

ｆ
　
Ｒ

ｅ

ｌ
ｉｇ

ｉｏ

ｎ

ｓ

　ａ

ｓ

　
ａ

Ｗ

ａ
ｙ

　
ｔ
ｏ

　
Ｕ

ｎ

ｉ
ｔｙ

　ｏ

ｆ
　
Ｒ

ｅ

ｌ
ｉｇ

ｉｏ

ｎ

ｓ

，
　
Ｉ
ｎ

：
　
Ｐ
ｒ
ｏ

ｃ
ｅ
ｅ
ｄ

ｉ
ｎ
ｇ

ｓ

　ｏ
ｆ

　ｔ
ｈ

ｅ

　
Ｉ
Ｘ

ｔ
ｈ

　
Ｉ

ｎ

ｔｅ
ｒ
ｎ

ａ

ｔ
ｉｏ

ｎ

ａ

ｌ

Ｃ

ｏ

ｎ
ｇ

ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

 ｆ
ｏ
ｒ

　ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｈ

ｉｓ

ｔｏ

ｒ
ｙ

　ｏ
ｆ

 Ｒ

ｅ

ｌｉｇ

ｉｏ

ｎ
ｓ

。
　Ｔ

ｏ

ｋ
ｙ

ｏ

　ａ

ｎ

ｄ

　
Ｋ

ｙ

ｏ

ｔ
ｏ
,

　
１
９

６
０
,

　ｐ

ｐ

． ７
-

２

２

を

参

照

。

（

６

）

Ｐ
.
　
Ｇ

ａ

ｂ

ｌｅ

ｒ
，
　
Ｓ

ａ

ｄ

ｈ
ｕ

　
Ｓ

ｕ

ｔ
ｔ
ｄ

ａ

ｒ

　
Ｓ

ｉｎ

ｇ

ｈ

：
　
Ｅ

ｉ
ｎ

ｅ

　
ｈ

ｉｓ

ｔｏ

ｒ

ｉｓ
ｃ

ｈ

ｅ

　
Ｕ

ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｕ

ｃ

ｈ

ｕ

ｎ
ｇ

，

Ｌ
ｅ

ｉｐ

ｚ

ｉｇ

，
　
１
９

３

７

，

な

お

、
同

書

か

ら

の

川

典

頁

数

を

Ｇ

の

略

号

の

下

、
本

文

中

（
　

）

内

に

記

す

。

（

７

）
　

Ｆ
．

　
Ｈ

ｅ

ｉ
ｌｅ
ｒ

，
　
Ｓ

ａ

ｄ

ｈ
ｕ

　Ｓ

ｕ

ｎ

ｄ
ａ

ｒ

　Ｓ

ｉｎ

ｇ

ｈ

：

　Ｅ

ｉｎ

　
Ａ

ｐ

ｏ
ｓ
ｔ
ｅ

ｌ
　ｄ
ｅ
ｓ

　
Ｏ

ｓ
ｔ
ｅ
ｎ

ｓ

　ｕ

ｎ

ｄ

　Ｗ

ｅ
ｓ

ｔｅ

ｎ
ｓ
,

Ｍ

ｉ
ｉｎ

ｃ

ｈ
ｅ

ｎ
,

　
１
９

２

３

，
　Ｓ

．
２
ｓ

Ｉ

Ｑ

゛

（
８
）
　
Ｅ
ｂ
ｄ
.
,
　
Ｓ

， ４

１
.

（
９
）
　
Ｅ
ｂ
ｄ
.
,
　
Ｓ
,
４
６

．

（

1 0

）
　

ス

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

は

一

九

一

九

年

に

来

日

、

そ

の

著

作

は

金

井

為

一

郎

に

よ

っ

て

翻

訳

さ

れ

、

生

涯

と

思

想

が

日

本

に

紹

介

さ

れ

た

。

金

井

為

一

郎

「

印

度

の

聖

者
　

サ

ン

ダ

ー

・

シ

ン

グ

の

生

涯

及

思

想

」

東

光

社

、

一

九

二

四

年

を

参

照

。

（

Ｈ

）

Ａ

．
　
Ｚ

ａ

ｈ

ｉｒ
,
　
Ａ

　
Ｌ

ｏ

ｖ
ｅ
ｒ

　ｏ
ｆ

　ｔ
ｈ

ｅ

　
Ｃ

ｒ
ｏ

ｓ
ｓ

，
　
Ａ

ｎ

　
Ａ

ｃ
ｃ

ｏ
ｕ

ｎ

ｔ
　ｏ
ｆ

　ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｗ

ｏ
ｎ

ｄ
ｅ
ｒ
ｆ

ｕ

ｌ
　
Ｌ

ｉｆ
ｅ

ａ
ｎ

ｄ

　
Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ

　ｏ
ｆ

 Ｓ
ｕ

ｎ

ｄ
ｅ

ｒ

　（
ｓ

ｉ
ｃ

．
）

Ｓ

ｉｎ
ｇ

ｈ

，
　ａ

　
Ｗ

ａ

ｎ

ｄ
ｅ
ｒ

ｉｎ

ｇ

　
Ｃ

ｈ
ｒ

ｉｓ
ｔ
ｉａ

ｎ

　
Ｆ
ｒ

ｉ
ａ
ｒ

　ｏ
ｆ

 ｔ
ｈ

ｅ

Ｐ
ｕ

ｎ
ｊ
ａ

ｂ
,
　
Ａ

ｇ

ｒ
ａ
,
　
１
９

１
７

　（

１
９

１
８

，
　２

．
　ｅ

ｎ

ｌ
.　ｅ

ｄ

）
｡

（

12

）

Ａ

ｒ
ｔ
ｈ

ｕ
ｒ

　
Ｐ
ａ

ｒ
ｋ
ｅ

ｒ
，　
Ｓ

ａ

ｄ

ｈ
ｕ

　
Ｓ
ｕ

ｎ

ａ

ａ
ｒ

　Ｓ

ｉ
ｎ
ｇ

ｈ

，
　
ｃ
ａ

ｌ
ｌｅ

ｄ

　ｏ
ｆ

 Ｇ

ｏ

ｄ
,
　
Ｌ
ｏ

ｎ

ｄ
ｏ

ｎ
,
　
１
９

２
０

，

（

1 3

）
　

Ｂ

ｉｅ

ｈ

ｌ
，
　ａ
.
ａ
.
Ｏ
.
,
　Ｓ

．
３
８
-

９

，
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（

1 4

）
　

Ｒ

ｕ

ｎ

ｄ
ｓ
ｃ

ｈ
ａ

ｕ

，
　
ｉｎ

：
　
Ｅ

ｖ
ａ

ｎ
ｇ

ｅ

ｌ
ｉｓ
ｃ

ｈ
ｅ
ｓ

　
Ｍ

ｉｓ
ｓ

ｉｏ
ｎ

ｓ

ｔｎ

ａ
ｇ

ａ
ｚ

ｉｎ

　
６

１

，
　
１

９

１
７

，
　
Ｓ

．
５
２

４

．
　
＃

お
、
Ｂ
ｉ
ｅ
ｈ
ｌ

，
Ｍ

．
，
　
ａ
.
ａ
．
Ｏ
.
，
　
Ｓ
．
３
５
　
も
参
照
。

（

1 5
）
　
Ｆ

．

Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ
,
　
Ｓ
ａ
ｄ
ｈ
ｕ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
　
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｈ

，

ｄ
ｅ
ｒ

　
Ａ

ｐ

ｏ

ｓ
ｔ
ｅ

ｌ
　
Ｉｎ

ｄ

ｉｅ
ｎ

ｓ

，
　
ｉｎ
:

　
Ｄ

ｉｅ

　
Ｃ

ｈ

ｒｉ

ｓ

ｔ
ｌ
ｉ
-

ｃ

ｈ
ｅ

　
Ｗ

ｅ

ｌｔ

　３

７

，
　
１
９

２

３

， 　
Ｓ

ｐ

．
４

１
７
-

２

２

，
　
４
４

７
-

５

２

，
　
４

７

９
-

８
３

．

本

節

で

は

、

以

下

同

論

文
か
ら
の
引
用
を
本
文
中
、
Ｈ
ａ
の
略
号
の
下
（
　
）
内
に
記
す
。

（

1 6
）
　
Ｆ

．

Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ

，
Ｓ
ｕ
ｄ
ｈ
ｕ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
　
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｈ
,
 
a
.
a
.
O
.

（

1 7

）
　

Ｏ

．
　
Ｐ

ｆｉ
ｓ

ｔｅ

ｒ
，

　Ｆ

ｒ
ｉｅ

ｄ

ｌ
ｉｃ

ｈ

　
Ｈ

ｅ

ｉ
ｌｅ

ｒ
ｓ

　
"Ｓ
ａ

ｄ

ｈ
ｕ

　
Ｓ
ｕ

ｎ

ｄ
ａ
ｒ

　
Ｓ

ｉｎ

ｇ

ｈ

”
　
ｉｎ
:

　
Ｚ

ｅ

ｉ
ｔｓ
ｃ

ｈ
ｒ

ｉｆ
ｔ

 ｆ

ｕ

ｒ

M
i
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ｕ
n
ｄ
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｔ
ｔ
ｓ
w
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
　
３
９
，
　
１
９
２
４
，
　
Ｓ
．
１
４
５
-
１
６
８
．

（

1 8

）
　

Ｆ

．
　
Ｈ

ｅ

ｉ
ｌｅ

ｒ
，

　
Ｄ

ｅ
「

Ｓ

ｔｒ
ｅ

ｉ
ｔ

　
ｕ
m

　
Ｓ
ａ

ｄ

ｈ

ｕ

　
Ｓ

ｕ

ｎ

ｄ

ａ
ｒ

　
Ｓ

ｉｎ

ｇ

ｈ

，
　
ｉ
ｎ

：
　
Ｄ

ｉｅ

　
Ｃ

ｈ
ｒ

ｉｓ

ｔ
ｌ
ｉｃ

ｈ
ｅ

Ｗ

ｅ

ｌｔ

　３

８

，
　
１
９

２
４

， 　
Ｓ
ｐ

． ９

４
７
-

５
５

， 　
１
０

７

２
-

６

，

お

よ

び

３

９

，
　
１
９

２
５

，
　
Ｓ
ｐ
.
８
-

８

４

，
　
１
１

８
-

２

７

，
　
１
５

１
-

６

４

．

（

1 9
）
　
○
.
　
Ｐ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

，
　
ａ
．
ａ
．０

.
,
 
Ｓ

． １
４

５

ｆ
ｆ
.

（

2 0

）
　

Ｆ

．
　
Ｈ

ｅ

ｉ
ｌｅ
ｒ

，
　
Ｓ

ａ

ｄ

ｈ
ｕ

　
Ｓ
ｕ

ｎ

ｄ
ａ

ｒ

　Ｓ

ｉｎ

ｇ

ｈ

，　ａ

．ａ
.

０

Ｓ

． ６

４

．

（

2
1
）
　
Ｅ
ｂ
ｄ

．
,

Ｓ

．
１

３
９
-

４

０

．

（

2 2

）
　

Ｆ

．
　
Ｈ

ｅ

ｉ
ｌｅ

ｒ
，
　
Ａ

ｐ

ｏ
ｓ

ｔ
ｅ

ｌ
　
ｏ

ｄ
ｅ

ｒ

　
Ｂ

ｅ

ｔ
ｒ

ｉｉ
ｇ

ｅ

ｒ

：

　
Ｄ

ｏ

ｋ
ｕ

ｍ

ｅ
ｎ

ｌ
ｅ

　ｚ

ｕ
m

　
Ｓ

ａ

ｄ

ｋ
ｕ

ｓ

ｔ
ｒ
ｅ

ｉ
ｔ

，

Ｍ

ｉ
ｉｎ

ｃ

ｈ
ｅ

ｎ

，
　
１
９

２
５

，

（

2 3

）

Ｆ

．
　
Ｈ

ｃ

ｉ
ｌｃ

ｒ
，

　
Ｄ

ｉｅ

　
Ｗ

ａ

ｈ

ｒ
ｈ
ｅ

ｉ
ｔ
　
Ｓ
ｕ

ｎ

ｄ
ａ

ｒ

　Ｓ

ｉ
ｎ
ｇ

ｈ
ｓ

：
　
Ｎ

ｅ
ｕ

ｅ

　
Ｄ

ｏ

ｋ
ｕ

ｍ

ｅ
ｎ

ｔｅ

　ｚ
ｕ
m

　
Ｓ
ａ

ｄ
･

ｈ

ｕ
ｓ

ｔ
ｒ
ｅ

ｉ
ｔ

，
　
Ｍ

ｉ
ｉｎ

ｃ

ｈ
ｅ

ｎ

，
　
１
９

２
７

．

（

2 4
）
　
Ｆ

．

Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ

，
Ｓ
ｕ
ｄ
ｈ
ｕ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
　
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｈ

，
a
.
a
.
O
.
 

以

下

、

同

書

か

ら

の

出

典

頁

数

は

、

H
b
の
略
号
の
下
、
本
文
中
（
　
）
内
に
記
す
。

（

2 5

）
　

福

音

主

義

的

カ

ト

リ

ッ

ク

性

に

つ

い

て

は

、

Ｆ
.
　
Ｈ

ｅ

ｉｌ
ｅ
ｒ

，
　
”
Ｅ

ｖ
ａ

ｎ

ｇ
ｅ

ｌ
ｉ

ｓ
ｃ

ｈ
ｅ

Ｋ
ａ
ｔ
ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｚ
ｉ
ｔ
ａ
t
"

，
ｉ

ｎ

：
　
Ｄ

ａ
ｓ

　
Ｗ

ｅ
ｓ
ｅ

ｎ

　ｄ

ｅ
ｓ

　Ｋ

ａ

ｔ
ｈ
ｏ

ｌ
ｉｚ

ｉ
ｓ
m

ｕ

ｓ

，
　
Ｍ

ｕ

ｎ

ｃ

ｈ
ｅ

ｎ

，
　
１
９

２
０

，　
Ｓ

．
９

２
-

１

１
５

を

参

照

。

（

2 6
）
　
ド
イ
ツ
高
教
会
運
動
に
つ
い
て
は
，
Ｒ
Ｇ
Ｇ

，

Ｔ
Ｒ
Ｅ
の
関
連
項
目
の
他
、
Ｅ
ｉ
n
e

Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｇ
ｅ
　
Ｋ
ｉ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ

，

Ｎ

． Ｆ

．
Ｎ
ｒ

． ３
：
　
Ｓ
ｉ
ｅ
ｂ
z
ｉ
ｇ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
　
Ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
ｋ
ｉ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ｗ
ｅ
ｇ
ｕ
ｎ
ｇ

（
１
９
１
８
-
１
９
８
８
）

，

Ｂ
ｏ
ｃ
ｈ
ｕ
m

．

１
９
８
９

．

と
り
わ
け
、
同
書
所
収
の
N
i
e
p
m
n
m
,

Ｈ

ｅ

ｒ
m

ｕ

ｔ
　
Ｍ

ａ
ｒ

ｔ
i
n

，
　
”
Ｐ

ｒ
ｏ

ｆｅ

ｓ
ｓ
ｏ

ｒ

　
Ｆ

ｒ
ｉｅ

ｄ
ｒ

ｉｃ

ｈ

　
Ｈ

ｅ

ｌｅ

ｒ
　
ｕ

ｎ

ｄ

　
ｄ

ｉｅ

　
Ｈ

ｏ

ｃ

ｈ

ｋ

ｉｒ
ｃ

ｈ

ｌ
ｉｃ

ｈ
ｅ

Ｖ

ｅ
ｒ
ｅ

ｉｎ

ｉ
ｂ
ｕ
ｎ

ｇ
"

， 　
Ｓ

．
５
５
-

８

９

を

参

照

。

（
み

や
じ
ま

・
し

ゅ
ん

い
ち

、
宗
教

学

、
大
正
大

学
非
常

勤
講

師
）
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